
は
じ
め
に

　

こ
こ
に
い
う
古
代
は
、
い
わ
ゆ
る
古
代
前
期
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ

で
議
論
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
単
に
時
間
的
に
古
代
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
そ
こ
を
起
点
と
し
て
そ
の
上
に
向
か
っ
て
叶
う
限
り
�
源
し
た
い

と
い
う
期
待
に
支
え
ら
れ
る
事
ど
も
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い

て
、
古
代
和
歌
の
「
ふ
る
ま
い
」
は
ど
う
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
か
。
そ
の
問
い
を
考
え
た
い
。
そ
し
て
聊
か
先
回
り
し
て
言
え
ば
、

結
局
、
歌
舞
・
音
曲
・
儀
礼
と
い
っ
た
構
造
化
さ
れ
た
文
化
の
側
面
に

深
く
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
帰
結
と
し
て
政
治
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
他

は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
文
脈
に
あ
っ
て
、
和
歌
の
「
ふ
る
ま
い
」

が
ど
う
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
何
が
残
さ
れ
て
い
く
か
を
問
う
こ

と
は
、
文
学
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

「
古
代
和
歌
」
と
タ
イ
ト
ル
し
た
が
、
論
で
は
少
し
広
く
「
う
た
」
と

い
う
側
面
か
ら
も
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
奈
良
朝
に
あ
っ
て
、「
う
た
」
を
管
理
し
た
の
は
、「
大
宝

律
令
」（
大
宝
元
年
／701

   
）、「
養
老
律
令
」（
養
老
二
年
／718

   
）
と
い

っ
た
法
的
支
え
に
基
づ
く
、
雅
楽
寮
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
う
た
ま
ひ

の
つ
か
さ
」「
う
た
の
つ
か
さ
」「
う
た
り
ょ
う
」
等
と
和
語
で
は
捉
え

ら
れ
、
宮
廷
音
楽
の
楽
人
管
理
・
歌
舞
教
習
等
を
掌
っ
た
。
弘
仁
年
間

（800

   
〜824

   
）
に
な
る
と
、
雅
楽
寮
は
そ
の
機
能
を
失
い
、
宮
中
に
大

歌
所
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
で
催
馬
楽
・
神
楽
歌
な
ど
大
歌
（
儀
礼
・
公

け
）
の
教
習
、
採
集
・
管
理
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
大
歌
所

は
令
外
の
官
で
あ
っ
た
が
、
楽
所
（
ガ
ク
ソ
）
と
と
も
に
よ
く
そ
の
機

能
を
果
た
し
た
。
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右
に
述
べ
た
「
う
た
」
に
関
わ
る
役
所
を
歴
史
的
に
整
理
す
る
と
、

　
「
楽
府 １　 」（「
う
た
ま
ひ
の
司
」）→

→

「
雅
楽
寮
」→

→

「
大
歌

所
」「
楽
所
」

と
い
う
順
に
な
る
。
な
お
、「
う
た
ま
ひ
の
司
」
は
、
律
令
制
施
行
以

前
、
朝
廷
で
歌
舞
音
楽
を
掌
っ
た
役
所
で
あ
る
が
、
律
令
で
雅
楽
寮
が

規
定
さ
れ
た
後
、
雅
楽
寮
を
こ
の
名
で
呼
ぶ
場
合
が
あ
っ
た
。
な
お
、

万
葉
集
巻
６
・
一
〇
一
一
の
題
詞
に
「
歌
�
所
（
う
た
ま
ひ
ど
こ
ろ
）

の
諸
の
王
、
臣
子
等
の
、
�
井
連
広
成
の
家
に
集
ひ
て
宴
せ
る
歌
二

首
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
歌
�
所
」
が
雅
楽
寮
に
あ
た
る
の
か
、
令
制

に
よ
ら
な
い
旧
来
の
役
所
か
、
研
究
者
の
意
見
は
分
か
れ
る
。

　

以
上
、
歌
を
扱
う
組
織
と
そ
の
周
辺
―
、
い
わ
ば
管
理
の
側
面
か
ら

「
ふ
る
ま
い
」
に
言
及
し
て
き
た
が
、
実
は
言
葉
（
詞
）
と
し
て
の
歌

の
問
題
も
む
し
ろ
多
く
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
様
態

と
し
て
現
出
し
て
く
る
の
か
、
議
論
は
や
や
多
岐
に
わ
た
る
が
、
そ
れ

ら
に
触
れ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。 

１
、「
律
令
」
の
中
の
「
う
た
」

　

雅
楽
寮

　

頭
一
人
。
掌
ら
む
こ
と
、
文
武
の
雅
曲
、
正
�
、
雑
楽
の
こ
と
、
男
女
の
楽
人
、
音

声
人
の
名
帳
の
こ
と
、
曲
課
試
練
せ
む
事
。
助
一
人
。
大
允
一
人
。
少
允
一
人
。

大
属
一
人
。
少
属
一
人
。
歌
師
四
人
。
二
人
は
、
掌
ら
む
こ
と
、
歌
人
、
歌

女
教
へ
む
こ
と
。
二
人
は
、
掌
ら
む
こ
と
、
臨
時
に
、
声
音
有
り
て
供
奉
に
堪
へ
た
ら
む
者 

を
取
り
て
教
へ
む
こ
と
。
歌
人
三
十
人
。
歌
女
一
百
人
。
�
師
四
人
。
掌

ら
む
こ
と
、
雑
の
�
教
へ
む
こ
と
。
�
生
百
人
。
掌
ら
む
こ
と
、
雑
の
�
習
は
む
こ
と
。

笛
師
二
人
。
掌
ら
む
こ
と
、
雑
の
笛
教
へ
む
こ
と
。
笛
生
六
人
。
掌
ら
む
こ
と
、

雑
の
笛
習
は
む
こ
と
。
笛
工
八
人
。
唐
楽
師
十
二
人
。
掌
ら
む
こ
と
、
楽
生
教

へ
む
こ
と
。
高
麗
、
百
済
、
新
羅
の
楽
の
師
此
に
准
へ
よ
。
楽
生
六
十
人
。
掌
ら
む
こ

と
、
楽
習
は
む
こ
と
。
余
の
楽
生
此
に
准
へ
よ
。
高
麗
楽
師
四
人
。
楽
生
二
十

人
。
百
済
楽
師
四
人
。
楽
生
二
十
人
。
新
羅
楽
師
四
人
。
楽
生
二

十
人
。
伎
楽
師
一
人
。
掌
ら
む
こ
と
、
伎
楽
生
教
へ
む
こ
と
。
其
れ
生
は
楽
戸
を

以
て
為
よ
。
腰
鼓
生
も
此
に
准
へ
よ
。
腰
鼓
師
二
人
。
掌
ら
む
こ
と
、
腰
鼓
生
教
へ
む

こ
と
。
使
部
二
十
人
。
直
丁
二
人
。
楽
戸
。 

 

　
（
岩
波
日
本
思
想
大
系
『
律
令
』）

　

雅
楽
寮
は
、「
治
部
省
」
に
属
す
。
ま
た
「
治
部
省
」
は
「
寮
二
、
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司
二
を
管
ぶ
」
と
あ
り
、「
雅
楽
寮
」「
玄
蕃
寮
」
の
寮
二
つ
と
「
諸
陵

司
（
み
さ
さ
ぎ
の
つ
か
さ
）」「
喪
儀
司
」
の
司
二
つ
を
管
轄
す
る
と
あ

る
。
要
す
る
に
治
部
省
は
、
宮
廷
音
楽
（
雅
楽
）
と
僧
侶
・
外
交
（
玄

は
僧
侶
／
蕃
は
海
外
諸
国
、
つ
ま
り
外
交
）
を
扱
う
こ
と
を
大
き
な
柱

と
し
、
そ
れ
に
、
諸
陵
司
、
即
ち
「
陵
の
霊
祭
ら
む
こ
と
、
喪
葬
凶
礼
、

諸
の
陵
」
と
「
喪
儀
司
」
ま
さ
に
「
凶
事
の
儀
式
、
及
び
喪
葬
の
具
の

こ
と
」
を
扱
う
役
所
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、「
治
部
省
」
の
管
掌
の
記

述
に
、「
掌
ら
む
こ
と
、
本
姓
、
継
嗣
、
婚
姻
、
祥
瑞
、
喪
葬
、
贈
賻
、

国
忌
、
諱
、
及
び
諸
蕃
の
朝
聘
の
事
。」 ２ 
と
あ
る
の
だ
。

　

治
部
省
が
広
く
儀
礼
に
関
わ
る
こ
と
は
以
上
か
ら
十
分
察
せ
ら
れ
る

が
、
と
り
わ
け
雅
楽
寮
が
こ
の
よ
う
な
古
代
政
治
機
構
の
中
に
き
ち
っ

と
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
の
意
味
は
き
わ
め
て
重
く
、
そ
の
重
さ
は
端

的
に
言
え
ば
、
中
国
古
代
の
「
礼
楽
」
思
想
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。

　

中
国
で
は
伝
統
的
に
礼
と
楽
が
一
体
の
も
の
と
さ
れ
、
社
稷
・

宗
�
を
祀
る
に
は
何
よ
り
も
礼
・
楽
に
依
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
唐
で
も
社
稷
・
宗
�
を
掌
る
太
常
寺
に
太
楽
署
を
置
い
た
。

日
本
で
は
神
�
官
が
太
常
寺
に
類
す
る
が
、
楽
舞
を
担
当
す
る
雅

楽
寮
は
、
尚
書
省
の
礼
部
に
あ
た
り
、
朝
廷
の
葬
礼
も
掌
る
治
部

省
に
属
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
雅
楽
寮
の
雅
楽
と
は
、
頭
の
掌
の

「
雅
曲
」「
雑
楽
」
を
約
し
た
も
の
で
、
礼
に
合
っ
た
音
楽
と
い
う

意
味
だ
ろ
う
が
、
訓
「
宇
多
末
比
乃
豆
加
佐
」（
和
名
抄
）
に
は

そ
の
よ
う
な
意
味
が
欠
け
て
い
る ３ 
。

　

岩
波
日
本
思
想
大
系
の
『
律
令
』
が
、
右
の
通
り
補
注
に
記
す
如
く

で
あ
る
。

　

ま
た
、『
和
名
抄
』
の
「
宇
多
末
比
乃
豆
加
佐
」（『
二
十
巻
本
和
名

抄
』）
で
あ
る
が
、
先
に
も
少
し
ふ
れ
た
よ
う
に
、
律
令
制
施
行
以
前

に
朝
廷
で
歌
舞
音
楽
を
掌
る
役
所
と
し
て
設
け
て
い
た
も
の
で
、
そ
れ

を
こ
の
「
雅
楽
寮
」
と
い
う
漢
語
の
訳
語
と
し
て
あ
て
た
。
し
か
し
そ

れ
で
は
、
た
し
か
に
礼
楽
の
意
味
な
り
、
思
想
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ

て
い
る
（
後
述
）。
中
国
の
諸
事
、
思
想
を
移
入
す
る
場
合
、
こ
の
例

に
限
ら
ず
、
し
ば
し
ば
元
の
意
味
を
喪
失
さ
せ
た
り
、
著
し
く
変
更
さ

せ
た
り
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
様
々
な
文
化
・
社
会
事
情
、

あ
る
い
は
政
治
事
情
等
の
落
差
が
も
た
ら
す
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、

す
ぐ
れ
て
受
容
の
問
題
で
あ
っ
た
。

　
　
『
釈
日
本
紀
』
が
「
楽
官
」
に
「
ウ
タ
マ
ヒ
ノ
ツ
カ
サ
」
の
訓
み
を

与
え
、「
奏
楽
」
を
「
ウ
タ
マ
ヒ
ツ
カ
マ
ツ
ル
」
と
訓
読
し
て
い
る
の

を
み
る
と
、
中
国
の
礼
楽
思
想
に
連
接
し
て
は
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

「
声
」
や
「
行
い
」
の
方
面
に
傾
く
印
象
は
否
め
な
い
よ
う
で
あ
る
。

時
代
は
下
る
が
、『
西
宮
記
』
に
「
大
歌
所
」
の
説
明
が
あ
り
、「
令
外

の
官
。
催
馬
楽
・
神
楽
歌
等
の
大
歌
を
教
習
す
る
所
。
職
員
に
別
当
、
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十
生
、
案
主
、
琴
師
、
和
琴
師
」
と
し
る
す
。

　

な
お
、
大
宝
律
令
（
大
宝
元
年/701

    
）
は
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
、
他
書

に
引
用
さ
れ
た
内
容
か
ら
推
し
量
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
変

わ
ら
ぬ
内
容
を
養
老
律
令
（
養
老
二
年/718

    
編
纂
開
始
、757

   
施
行
）
に

み
る
こ
と
が
で
き
る
（
岩
波
日
本
思
想
大
系
『
律
令
』
井
上
光
貞
氏
解

説
）。
本
稿
の
大
宝
律
令
の
議
論
も
、
こ
れ
に
沿
う
。

　
　
「
雅
楽
寮
」
の
管
掌
は
「
掌
ら
む
こ
と
、
文
武
の
雅
曲
、
正
�
、
雑

楽
の
こ
と
、
男
女
の
楽
人
、
音
声
人
の
名
帳
の
こ
と
、
曲
課
試
練
せ
む

こ
と
。」
と
先
に
引
用
し
た
通
り
で
あ
る
。「
雅
曲
・
正
�
」
に
つ
い
て

岩
波
日
本
思
想
大
系
『
律
令
』
当
該
条
補
注
は
、

　

雅
正
な
曲
と
舞
の
意
だ
が
、
平
安
初
期
に
は
こ
れ
が
外
来
の
楽

舞
を
指
し
、〈
雑
楽
〉
の
方
は
穴
記
に
〈
笛
工
以
上
諸
舞
等
、
雑

楽
耳
〉
と
解
す
る
よ
う
に
、
在
来
の
歌
舞
を
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。

唐
で
は
宮
廷
の
伝
統
的
な
歌
舞
が
〈
雅
正
〉、
民
間
の
そ
れ
が

〈
雑
〉
で
あ
っ
た
の
に
、
日
本
で
は
外
国
の
が　
〈
雅
正
〉、
日
本
の

が
〈
雑
〉
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
ろ
か
ら
後
者
は

大
歌
所
と
し
て
雅
楽
寮
か
ら
分
離
し
、
ま
た
奈
良
後
期
か
ら
唐
に

な
ら
っ
て
、
後
宮
に
も
女
官
が
音
楽
や
踏
歌
を
練
習
す
る
内
教
坊

が
置
か
れ
る
に
至
っ
た
。

と
記
す
。

　

つ
ま
り
唐
で
は
、
宮
廷
と
民
間
の
対
比
で
あ
っ
た
の
が
、
日
本
で
は

外
国
と
内
国
の
対
比
に
置
き
か
え
ら
れ
て
い
る
。
輸
入
さ
れ
た
歌
舞
は

〈
雅
正
〉
で
、
国
産
は
〈
雑
〉
と
捉
え
ら
れ
た
わ
け
で
、
文
化
の
〈
中

心
〉
と
〈
周
縁
〉
が
み
ご
と
に
識
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
識
は
、
後

に
新
た
な
歴
史
的
展
開
を
引
き
起
こ
し
、「
大
歌
所
」
の
誕
生
を
も
た

ら
し
、
つ
い
に
は
雅
楽
寮
か
ら
の
「
大
歌
所
」
の
分
離
独
立
を
も
帰
結

す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
男
女
の
「
楽
人
」
と
「
音
声
人
」
と
あ
る
か
ら
、
男
女
は
も
と

よ
り
楽
器
の
演
奏
者
と
声
楽
者
と
に
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
名
帳
」
と
も
あ
る
の
で
、「
令
制
」
に
お
い
て
身
分
ご
と
に
類
別
さ
れ

た
帳
簿
に
記
さ
れ
、
正
式
な
官
人
で
あ
っ
た
。
も
っ
ぱ
ら
�
楽
の
「
調

習
」
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

雅
楽
寮
の
規
定
を
見
る
と
、
日
本
の
在
来
の
歌
舞
に
関
わ
る
記
述
が
、

そ
の
半
ば
以
上
に
わ
た
っ
て
続
き
、
唐
、
高
麗
、
百
済
、
新
羅
、
呉

（
伎
楽
）
等
の
記
述
は
少
な
い
。
ま
た
そ
の
員
数
規
定
に
「
歌
人
三
十

人
・
歌
女
一
百
人
・
�
生
百
人
」
等
と
日
本
の
歌
舞
人
は
示
さ
れ
、
各

外
国
楽
に
対
し
数
値
的
に
遥
か
に
勝
っ
て
い
た
。
な
お
「
雑
�
」
と
あ

り
、
こ
れ
は
五
節
�
・
田
�
・
筑
紫
�
・
諸
県
�
等
だ
と
岩
波
日
本
思

想
大
系
『
律
令
』
は
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
雅
楽
寮
の
規
定
を
見
て
く
る
と
、
あ
く
ま
で
政
治
制
度
、
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あ
る
い
は
政
治
組
織
上
の
内
容
に
終
始
し
て
お
り
、
そ
れ
以
上
は
語
っ

て
い
な
い
。
員
数
が
頻
り
に
指
摘
さ
れ
る
の
も
こ
れ
に
か
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
こ
こ
で
は
儀
礼
（
政
治
）
に
ど
う
奉
仕
す
る
か
が
問
題
で
あ
り
、

組
織
の
問
題
で
も
あ
っ
て
、
そ
の
点
で
は
、
中
国
の
礼
楽
思
想
に
沿
っ

て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　

な
お
右
に
「
大
歌
所
」
の
成
立
に
つ
い
て
少
し
ふ
れ
た
が
、
唐
・
韓

の
楽
に
対
し
、
日
本
の
「
風
俗
歌
」「
催
馬
楽
歌
」「
神
楽
歌
」
が
国
風

化
の
流
れ
の
中
で
、
宮
中
の
「
大
歌
所
」
で
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

管
理
の
内
容
は
、
採
集
、
伝
習
で
あ
る
。
こ
の
大
歌
に
対
し
、
平
安
時

代
に
は
民
間
の
通
俗
的
な
民
謡
、
流
行
歌
が
一
定
の
社
会
的
位
置
を
占

め
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
を
「
小
歌
」
と
い
っ
た
。「
大
歌
」「
小
歌
」

が
各
々
の
立
場
で
存
在
感
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
宮
廷
と
民
間
と
い
う

対
比
も
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
。「
大
歌
」
が
公
的
儀
式
歌
で
あ
り
、「
小

歌
」
は
私
的
民
間
的
と
い
う
腑
わ
け
と
な
る
。

２
、
旋
頭
歌
（
五
・
七
・
七
／
五
・
七
・
七
）
の
背
景

　

さ
て
、
で
は
具
体
的
な
「
う
た
」
は
ど
う
ふ
る
ま
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
先
ず
問
答
か
ら
始
め
よ
う
。「
古
事
記
」
上
巻
、
伊
耶
那
岐
命
・

伊
耶
那
美
命
の
御
柱
巡
り
の
条
か
ら
。
岐
・
美
の
神
が
「
美
斗
能
麻
具

波
比
」
に
到
る
過
程
で
、
出
会
い
の
お
り
に
発
す
る
言
葉
。

　

伊
耶
那
美
命
―
阿
那
迩
夜
志　

愛
哀
登
古
哀

　

伊
耶
那
岐
命
―
阿
那
迩
夜
志　

愛
哀
登
売
哀

（「
古
事
記
」
の
引
用
は
、
岩
波
日
本
思
想
大
系

『
古
事
記
』
に
よ
る
。
以
下
、
こ
れ
に
倣
う
。  

    
な
お
、
一
部
私
に
修
正
し
た
部
分
が
あ
る
。）

　

両
者
が
こ
の
よ
う
に
讃
辞
を
送
り
合
い
、「
久
美
度
」
に
お
こ
し
て

「
水
蛭
子
」
が
誕
生
す
る
。
両
者
の
讃
辞
は
全
く
同
じ
音
数
で
、
語
句

の
形
式
も
同
じ
と
い
う
語
構
成
で
あ
る
。
問
答
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
は
こ

う
い
っ
た
形
式
が
始
原
と
し
て
「
古
事
記
」
編
纂
者
に
想
定
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
聊
か
時
代
は
下
る
が
、「
万
葉
集
」
の
問
答
の
一
例
を
引

い
て
み
る
。
大
伴
家
持
／
理
願
尼
の
贈
答
で
、「
連
歌
」
の
鼻
祖
と
い

わ
れ
る
も
の
（
巻
８
・
一
六
三
五
）。

　

尼
の
、
頭
句
を
作
り
、
併
せ
て
大
伴
宿
�
家
持
の
、
尼
に
誂
へ

ら
え
て
末
句
を
継
ぎ
て
和
へ
た
る
歌

一
首

佐
保
川
の
水
を
塞
き
上
げ
て
植
ゑ
し
田
を　

尼
作
る　

刈
る
早
飯

は
独
り
な
る
べ
し　

家
持
継
ぐ

 

　
（
中
西
進
・
講
談
社
文
庫
・
全
訳
注
原
文
付
『
万
葉
集
』）
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大
変
興
味
深
い
成
立
背
景
を
持
つ
歌
で
あ
る
。
題
詞
に
「
尼
が
上
の

句
を
作
り
、
加
え
て
、
大
伴
宿
�
家
持
が
、
尼
に
頼
ま
れ
て
下
句
を
継

い
で
答
え
た
歌
一
首
」
と
あ
る
。
こ
の
歌
に
つ
き
中
西
進
氏
は
、
次
の

よ
う
に
言
っ
て
お
ら
れ
る
。

　

こ
れ
は
古
く
『
八
雲
御
抄
』
が
「
是
、
連
歌
の
根
源
な
り
」
と

い
っ
て
以
来
、
連
歌
の
一
つ
と
見
ら
れ
る
こ
と
の
あ
る
も
の
で
、

連
歌
の
は
じ
ま
り
を
例
の
倭
建
命
の
筑
波
の
片
歌
の
問
答
に
求
め

る
「
筑
波
の
道
」
の
考
え
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
ま
さ
に
「
根
源
」

と
も
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

と
述
べ
て ４  
、
こ
の
見
解
が
折
口
信
夫
（『
口
訳
万
葉
集
』）
を
初
め
と

し
、
多
く
の
支
持
を
得
て
い
る
が
、
折
口
自
身
が
こ
の
歌
の
題
詞
に

「
連
歌
」
と
補
っ
て
い
る
ほ
ど
で
、
こ
の
解
釈
は
「
虚
心
と
は
言
い
難

い
」
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
歌
の
論
理
や
「
誂
へ
」
と
い
う
語
彙
の

理
解
な
ど
を
踏
ま
え
、

　

風
変
り
な
こ
の
よ
う
な
意
図
は
、
彼
女
が
新
羅
の
人
た
る
こ
と

に
発
し
て
い
る
。
つ
ま
り
彼
女
は
「
聯
句
」
を
試
み
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。

　

聯
句
は
漢
武
帝
の
柏
梁
台
の
詩
を
ひ
く
ま
で
も
な
く
、『
玉
台

新
詠
集
』
と
い
う
万
葉
に
近
い
詩
集
の
例
を
ひ
く
ま
で
も
な
く
、

『
懐
風
藻
』
に
も
「
後
人
の
聯
句
」
が
あ
る
。
こ
の
中
国
伝
来
の

戯
れ
は
す
で
に
わ
が
国
に
も
定
着
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
見
え
る
。

し
か
も
、
戯
れ
�

�

の
贈
歌
に
対
し
て
戯
れ
�

�

の
聯
句
を
も
っ
て
答
え
よ

う
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
り
っ
ぱ
な
返
答
性
が
あ
り
、
現
に
二
人
で

「
和
歌
」
を
作
っ
た
と
題
詞
に
あ
る
。

　
　
　
（
中
略
）

　

新
し
い
ど
こ
ろ
か
、
こ
の
よ
う
に
聯
句
を
試
み
得
た
根
底
に
は
、

昔
か
ら
も
ち
つ
づ
け
て
来
た
短
歌
の
叙
述
形
式
が
存
在
し
た
。
尼

の
歌
っ
た
も
の
は
事
物
で
あ
り
、
そ
れ
は
第
三
句
ま
で
に
述
べ
た

の
だ
っ
た
。
こ
こ
ま
で
に
は
叙
述
は
な
い
。
主
題
だ
け
が
提
示
さ

れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
か
ろ
う
じ
て
「
を
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
方
針

の
指
示
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
上
述
の
よ
う
に
贈
歌
の
第
三
句
を
踏

襲
し
た
も
の
だ
か
ら
、
尼
の
意
向
は
介
し
て
い
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
家
持
が
下
句
を
つ
い
だ
。
そ
の
中
で
一
首
全
体

の
意
味
が
決
定
す
る
。
こ
の
あ
り
方
こ
そ
旋
頭
歌
か
ら
の
展
開
史

の
上
で
短
歌
の
根
幹
を
形
成
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
上

に
漢
詩
の
聯
句
な
る
技
巧
が
可
能
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る ５ 
。

　

主
題
と
文
学
的
表
現
形
式
の
発
展
・
形
成
プ
ロ
セ
ス
は
ま
さ
に
言
わ

れ
る
と
お
り
で
あ
ろ
う
。

　

旋
頭
歌
か
ら
の
展
開
史
も
右
に
暗
示
・
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
片
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歌
か
ら
旋
頭
歌
へ
の
資
料
を
整
理
、
提
示
す
る
に
止
め
よ
う
。
ま
ず
片

歌
（
五
・
七
・
七
）
―
片
歌
問
答
の
例
と
し
て
。

　
　
「
古
事
記
＼
神
武
記
」
の
例
を
示
し
て
お
き
た
い
。
神
武
天
皇
が
大

和
の
高
佐
士
野
に
行
幸
さ
れ
た
時
、
大
久
米
命
と
贈
答
。
ま
た
伊
須
気

余
理
比
売
も
。

　

七
媛
女
高
佐
士
野
に
遊
行
べ
る
に
伊
須
気
余
理
比
売
其
の
中
に

在
り
。
し
か
し
て
大
久
米
命
、
其
の
伊
須
気
余
理
比
売
を
見
而
、

歌
を
以
ち
て
天
皇
に
白
し
て
曰
く
、

倭
の　

高
佐
士
野
を　

七
行
く　

媛
女
ど
も　

誰
を
し
ま
か
む

（
大
久
米
）

か
つ
が
つ
も　

最
前
（
い
や
さ
き
）
立
て
る　

兄
を
し
ま
か
む

（
天
皇
）

胡
�
子
（
あ
め
）・
鶺
鴒
（
つ
つ
）・
千
鳥
・
ま
鵐
（
し
と
ど
）　

何
故
黥
け
る
利
目
（
伊
須
気
余
理
比
売
）

　
　

嬢
子
に　

直
に
�
は
む
と　

我
が
黥
け
る
利
目
（
大
久
米
）

　

最
初
が
大
久
米
命
と
天
皇
、
次
に
伊
須
気
余
理
比
売
と
大
久
目
命
と

の
問
答
で
あ
る
。

次
に
、「
古
事
記/  
景
行
記
」（
先
に
記
し
た
筑
波
の
道
の
始
ま
り
歌
。

『
連
歌
弁
義
』）。

倭
建
命
の
東
征
の
折
、
甲
斐
の
酒
折
宮
で
、
御
火
焼
之
老
人
と
贈
答
。

　

即
ち
其
の
国
自
り
越
て
甲
斐
に
出
で
ま
し
、
酒
折
宮
に
坐
す
時
、

歌
ひ
た
ま
ひ
て
曰
く
、

新
治　

筑
波
を
過
ぎ
て　

幾
夜
か
寝
つ
る
（
倭
建
命
）

日
々
並
べ
て　

夜
に
は
九
夜　

日
に
は
十
日
を
（
御
火
焼
翁
）

　

片
歌
か
ら
旋
頭
歌
へ
の
道
も
こ
こ
に
少
し
付
加
・
言
及
し
て
お
き
た

い
。
片
歌
が
単
独
で
あ
れ
ば
、
ま
さ
に
五
・
七
・
七
で
閉
じ
ら
れ
る
わ

け
で
あ
る
が
、
五
・
七
・
七
／
五
・
七
・
七
と
繰
り
返
さ
れ
れ
ば
、
そ

こ
に
は
対
応
関
係
が
で
き
、
構
造
化
が
起
こ
る
。
つ
ま
り
、
新
た
に
歌

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
内
容
が
意
識
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
問
答
と
い

う
新
た
な
表
現
形
態
が
求
め
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
プ

ロ
セ
ス
が
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
「
古
事
記
＼
応
神
記
」

　

故
、
是
の
須
々
許
理
、
大
御
酒
を
醸
み
て
献
り
き
。
於
是
、
天

皇
、
是
の
所
献
れ
る
大
御
酒
に
宇
羅
宜
而
、
御
歌
ひ
た
ま
ひ
て
曰

く
、須

々
許
理
が　

醸
み
し
御
酒
に　

我
酔
ひ
に
け
り
事
無
酒
（
こ

と
な
ぐ
し
）　

咲
酒
（
ゑ
ぐ
し
）
に　

我
酔
ひ
に
け
り

如
此
歌
ひ
て
幸
行
す
時
、
御
杖
以
ち
て
大
坂
ノ
道
中
之
大
石
を

打
ち
た
ま
へ
者
（
ば
）、
其
の
石
走
り
避
り
き
。

　

須
々
許
理
の
歌
は
、
黙
読
的
に
文
字
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
五
・
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六
・
七
、
五
・
四
・
七
で
、
は
な
は
だ
数
が
合
わ
な
い
。
土
橋
氏
は
、

「
詞
形
は
後
句
に
や
や
不
正
な
部
分
が
あ
る
が
、
旋
頭
歌
の
変
形
と
見

て
よ
い
。」
と
「
構
成
・
詞
形
」
の
項
で
の
べ
る
。
ま
た
契
沖
の
当
該

歌
の
説
を
参
酌
し
な
が
ら
、「
夜
道
を
行
く
時
、
石
に
つ
ま
ず
い
て
こ

ろ
ば
な
い
た
め
の
呪
い
歌
で
、「
堅
石
」
に
対
し
て
お
れ
は
須
須
許
理

が
醸
し
た
酒
に
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
い
る
か
ら
退
い
て
く
れ
、
の
意
で
あ
ろ

う ６
」
と
い
う
。

　

右
に
土
橋
氏
は
、「
旋
頭
歌
の
変
形
」
と
い
い
、「
呪
い
歌
」
と
い
っ

て
い
る
が
、
片
歌
問
答
で
は
な
く
、「
吾
酔
ひ
に
け
り
」
の
語
句
を
繰

り
返
す
形
式
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
語
句
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
、

「
酔
ひ
人
」
を
強
調
し
て
い
る
わ
け
で
、
呪
的
な
要
素
を
感
じ
て
よ
い
。

同
じ
語
句
の
繰
り
返
し
で
、
酔
い
人
が
く
だ
を
巻
い
て
い
る
が
如
く
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
語
を
ひ
き
伸
ば
し
た
り
、
休
み
の
拍
を
置
い
た
り
、

繰
り
返
し
た
り
と
い
う
朗
詠
法
を
前
提
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
歌
に
限
ら
ず
記
紀
な
ど
の
歌
謡
は
、
い
ず
れ
も
皆
そ
の
傾
向
を
持
つ
。

歌
謡
の
持
つ
特
有
の
性
質
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
高
野
辰
之
『
日
本
歌
謡
史
』
に
旋
頭
歌
は
二
回
繰
り
返

す
と
い
う
意
味
だ
と
し
て
、
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る
。
ま
た
『
古

今
和
歌
集
』
の
序
に
「
此
の
旋
頭
歌
を
換
頭
歌
」
と
あ
る
。「
換
頭
」

は
雅 ７ 
楽
の
用
語
で
あ
る
。
声
明
で
用
い
ら
れ
る
語
彙
で
、
旋
律
を
繰
り

返
す
時
に
こ
の
語
彙
が
記
入
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
換
頭
と
い
う
語
彙
は
、

声
明
の
旋
律
の
繰
り
返
し
の
意
に
等
し
い
。
雅
楽
も
繰
り
返
し
て
歌
う

と
こ
ろ
に
は
、
換
頭
と
あ
る
。
だ
か
ら
、
換
頭
歌
は
、
同
じ
旋
律
を
二

回
繰
り
返
し
て
歌
う
意
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
。

　

例
え
ば
、
右
に
あ
げ
た
神
武
天
皇
の
贈
答
歌
謡
で
言
え
ば
、
次
の
よ

う
に
な
る
。

　

誰
を
し
ま
か
む　
　
　
　
　
　

な
ど
黥
け
る
利
目

　

兄
を
し
ま
か
む　
　
　
　
　
　

わ
が
黥
け
る
利
目

「
誰
」
と
「
兄
」
を
、「
な
ど
」
と
「
わ
が
」
を
そ
れ
ぞ
れ
対
応
さ
せ
る
。

各
々
少
し
ず
つ
ず
ら
し
な
が
ら
、
基
本
軸
は
同
じ
に
組
み
立
て
て
い
く

こ
と
で
、
表
現
の
幅
と
多
様
性
を
獲
得
し
よ
う
と
の
表
現
意
図
が
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

　

次
に
『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
九
の
一
〇
〇
七
〜
一
〇
の
旋
頭
歌
を
み

て
み
よ
う
。

　

一
〇
〇
七　
　

題
知
ら
ず

う
ち
わ
た
す
遠
方
人
に
も
の
申
す
我　
　

そ
の
そ
こ
に
白
く
咲
け

る
は
な
に
の
花
ぞ
も

　

一
〇
〇
八　
　

返
し

春
さ
れ
ば
野
辺
に
ま
づ
咲
く
見
れ
ど
飽
か
ぬ
花　
　

ま
ひ
な
し
に

た
だ
名
の
る
べ
き
花
の
名
な
れ
や
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一
〇
〇
九　
　

題
知
ら
ず

初
瀬
川　

布
留
川
の
辺
に 
二  
本 
あ
る
杉　
　

年
を
経
て
ま
た
も
�

ふ
た 
も
と

ひ
見
む
二
本
あ
る
杉

　

一
〇
一
〇

君
が
さ
す
三
笠
の
山
の
も
み
ぢ
葉
の
色　

神
無
月
時
雨
の
雨
の
染

め
る
な
り
け
り

 

　
（
小
町
谷
照
彦
・
旺
文
社
文
庫
・
一
九
八
二
年
）

　

こ
う
し
て
み
る
と
、『
古
事
記
』
歌
謡
の
中
に
登
場
し
て
い
た
片
歌

問
答
と
し
て
の
旋
頭
歌
と
『
古
今
和
歌
集
』
の
そ
れ
で
は
か
な
り
隔
た

っ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
文
学
史
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。「
旋
頭
」（
頭
を
め
ぐ
ら
す
）
と
い
っ
て
も
単
純
な
言
葉
の
繰
り
返

し
で
は
な
く
、
リ
ズ
ム
は
重
視
し
な
が
ら
「
ず
ら
し
」、
内
容
の
発

展
・
展
開
と
し
て
の
旋
頭
歌
が
見
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

　

伊
耶
那
岐
・
伊
耶
那
美
の
問
答
か
ら
一
足
飛
び
に
急
い
だ
が
、『
古

事
記
』
歌
謡
の
問
答
か
ら
『
万
葉
』
の
問
答
へ
そ
し
て
、『
古
今
集
』

の
問
答
へ
と
流
れ
る
旋
頭
歌
の
表
現
史
が
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

３
、
歌
謡
劇
（
八
千
矛
神
の
「
神
語
」
謡
）

　

八
千
矛
神
の
神
語
。
一
連
の
四
首
の
歌
謡
を
ど
う
捉
え
る
か
。
こ
の

古
事
記
冒
頭
部
の
長
大
な
歌
謡
に
は
「
事
の　

語
り
言
も　

此
を
ば
」

と
い
う
歌
い
納
め
を
初
め
と
し
て
、
大
き
な
特
色
が
い
く
つ
か
あ
る
。

も
う
一
つ
の
要
素
が
〈
劇
的
な
る
も
の
〉
で
あ
る
が
、
先
ご
ろ
こ
れ
を

テ
ー
マ
に
強
く
主
張
し
た
の
は
、
益
田
勝
実
氏 ８ 
で
あ
っ
た
。
実
は
、
少

し
後
れ
る
が
、
植
松
茂
氏
に
『
古
代
歌
謡
演
出
論 ９ 
』
が
あ
り
、「『
古
事

記
』
の
歌
謡
は
天
武
朝
の
宮
廷
歌
謡
」
と
い
う
視
点
で
論
じ
ら
れ
、
大

変
興
味
深
い
。
更
に
�
り
こ
の
方
面
の
研
究
と
い
え
ば
、
土
居
光
知
氏

で
あ
る
。
益
田
氏
は
、
土
居
氏
の
仕
事
を
次
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
。

　

所
作
や
歌
を
含
む
「
資
料
を
ふ
ま
え
、
豊
か
に
比
較
文
学
的
考

察
を
投
げ
込
み
つ
つ
、「
日
本
上
古
の
伝
説
は
か
ぐ
ら
の
や
う
な

原
始
劇
と
し
て
伝
へ
ら
れ
て
き
た
こ
と
」
を
立
証
し
よ
う
と
し
て
、

想
像
を
育
て
、
飛
翔
さ
せ
て
い
っ
た
あ
と
は
、
一
九
二
二
年
の

『
文
学
序
説
』
か
ら
一
九
六
〇
年
の
『
古
代
伝
説
と
文
学
』
に
お

よ
ぶ
も
の
で
、
そ
れ
自
体
、
ひ
と
つ
の
生
き
た
ド
ラ
マ
か
も
し
れ

な
い
。

 

　
（
益
田
勝
実
『
記
紀
歌
謡
』
筑
摩
書
房
・
一
九
七
二
年
・pp114

 
    
）

原
始
劇
は
祭
式
儀
礼
か
ら
発
生
し
た
と
の
説
を
と
る
土
居
説 １ ０  
を
紹
介
し

つ
つ
、

　

雄
大
な
規
模
を
持
つ
土
居
氏
の
説
の
弱
点
は
、
神
語
を
、
日
本
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の
神
々
の
伝
承
が
は
ら
む
演
劇
的
要
素
を
確
認
す
る
重
要
な
ス
テ

ッ
プ
と
し
て
用
い
な
が
ら
、
な
ぜ
、
ヤ
チ
ホ
コ
ノ
カ
ミ
を
め
ぐ
る

五
つ
の
う
た
し
か
神
語
と
し
て
残
っ
て
い
な
い
か
を
、
問
い
返
さ

な
か
っ
た
点
に
あ
る
。

 

　
（
益
田
前
掲
書pp121

     
）

と
す
る
。
そ
し
て
「
神
話
的
契
機
と
し
て
の
固
有
性
」
を
問
題
と
す
る
。

　

神
話
を
神
話
た
ら
し
め
る
も
の
は
、
い
ろ
い
ろ
に
突
き
詰
め
て

い
っ
て
、
結
局
は
、
神
異
の
幻
想
―
神
々
に
よ
る
あ
や
し
の
で
き

ご
と
の
想
像
で
あ
ろ
う
と
思
う
（
日
本
の
神
話
的
想
像
力
―
神
異

の
幻
想
）。
神
々
の
ふ
し
ぎ
が
語
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、

神
話
の
骨
格
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
ヤ

チ
ホ
コ
ノ
カ
ミ
と
ヌ
ナ
カ
ワ
ヒ
メ
、
同
じ
神
と
ス
セ
リ
ビ
メ
の
唱

和
は
求
愛
の
う
た
�

�

で
あ
り
、
嫉
妬
の
う
た
�

�

で
あ
り
、
そ
れ
以
外
で

は
な
い
。
神
々
の
名
で
展
開
さ
れ
な
が
ら
神
話
的
契
機
を
喪
失
し

て
、
人
間
の
愛
怨
だ
け
を
歌
い
合
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
神
話

的
契
機
と
別
の
次
元
で
の
新
し
い
価
値
を
持
つ
う
た
�

�

と
い
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。
土
居
氏
は
、
神
語
を
て
こ
に
し
て
『
古
事
記
』
の
神

話
に
原
始
劇
の
お
も
か
げ
を
発
見
し
て
い
っ
た
が
、
わ
た
し
は
、

『
古
事
記
』
の
神
話
的
伝
承
の
本
流
か
ら
は
ず
れ
て
出
た
新
し
い

芸
術
と
し
て
、
神
語
の
う
た
�

�

の
特
異
性
に
着
目
す
る
。

 

　
（
益
田
前
掲
書pp123

     
）

　

さ
て
益
田
氏
は
以
上
を
踏
ま
え
、「
神
々
の
時
代
の
伝
承
で
は
な
く
、

人
間
の
時
代
、
そ
れ
も
ず
っ
と
後
代
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し

て
、
か
た
り
ご
と

�

�

�

�

�

の
末
裔
と
し
て
の
神
語
は
、
む
し
ろ
、
そ
う
い
う
歌

謡
劇
時
代
と
関
連
付
け
て
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。」（pp129

     
）

と
結
ば
れ
た
。

　

そ
の
具
体
例
が
、
記
紀
の
武
烈
天
皇
の
巻
に
見
ら
れ
る
、
と
指
摘
す

る
。
日
本
書
紀
歌
謡
番
号
八
七
か
ら
九
一
、
九
二
・
九
三
、
九
四
・
九

五
の
三
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
「95   　

玉
盈
に　

水
さ
へ
盛
り　

泣
き
湶

ち
行
く
も　

影
媛
あ
は
れ
」
で
閉
じ
ら
れ
る
一
連
の
歌
謡
で
あ
る
。
こ

の
歌
謡
群
は
、
題
詞
の
物
語
及
び
歌
謡
の
規
模
が
長
大
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
記
紀
に
よ
っ
て
「
う
た
」
が
入
れ
換
わ
り
、
登
場
人
物
に
も
入

れ
換
わ
り
が
あ
る
。
大
久
間
喜
一
郎
・
居
駒
永
幸
編
『
日
本
書
紀

【
歌
】
全
注
釈
』（
笠
間
書
院
・
二
〇
〇
八
）
が
詳
細
に
考
察
し
、
深
い

構
造
分
析
も
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
見
れ
ば
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い

様
々
な
要
因
が
ひ
そ
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
研
究
史
の
積

み
重
ね
も
あ
り
、
簡
単
に
は
あ
れ
こ
れ
と
言
い
き
れ
な
い
部
分
が
多
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
て
そ
れ
を
念
頭
に
ま
た
、
右
の
大
久
間
・
居
駒
氏
の
仕
事
を
参 

照 １ １ 
し
つ
つ
、
考
え
て
み
た
い
。
場
を
「
歌
垣
」
に
設
定
し
、
歌
垣
で
あ
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れ
ば
、
歌
に
よ
る
闘
争
が
前
提
さ
れ
、
勝
ち
負
け
が
決
定
す
る
。
そ
し

て
勝
者
・
敗
者
で
逆
の
事
態
と
感
情
が
生
じ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
感

情
は
ど
う
処
理
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
ま
た
そ
の
勝
敗
に
よ
っ
て

判
定
さ
れ
る
何
か
が
あ
る
か
ど
う
か
。
そ
う
い
っ
た
記
紀
の
文
脈
に
関

わ
る
い
く
つ
も
の
問
題
が
あ
る
。
ま
た
『
古
事
記
』
に
は
「
・
・
・
泣

き
湶
ち
行
く
も　

影
媛
あ
は
れ
」
の
歌
が
な
く
、
影
媛
も
「
道
行
き
」

も
登
場
し
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
を
詳
細
に
検
討
し
た
益
田
氏
は
、「
い
ず
れ
に
せ

よ
、
平
群
鮪
の
女
性
を
め
ぐ
る
皇
太
子
と
の
確
執
、
そ
の
た
め
の
死
と

い
う
伝
承
が
あ
り
な
が
ら
、
も
う
そ
の
実
年
代
は
二
様
に
伝
え
ら
れ
る

正
確
さ
し
か
持
た
な
く
な
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
、
記
紀
双
方
の

成
立
前
夜
の
状
況
と
し
て
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。」（『
記
紀
歌
謡
』

pp155

     
）
と
い
う
。
益
田
氏
は
、
劇
的
要
素
を
共
通
の
て
こ
と
し
な
が

ら
、
土
居
氏
が
考
え
た
の
と
は
違
っ
て
、
新
し
い
時
代
の
新
し
い
歌
謡

劇
と
い
う
見
方
に
立
ち
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

清
寧
天
皇
の
時
代
の
出
来
事
か
、
そ
れ
と
も
顕
宗
・
仁
賢
と
二
人
の

天
皇
を
挟
ん
だ
後
の
武
烈
天
皇
の
時
代
の
事
な
の
か
。
記
紀
に
お
け
る

認
識
の
違
い
は
著
し
い
。
こ
れ
だ
け
激
烈
な
皇
位
継
承
の
大
事
件
が
ど

の
天
皇
の
時
代
で
あ
っ
た
か
記
紀
で
違
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
益
田
氏

が
「
記
紀
成
立
前
夜
の
状
況
」
と
い
う
が
そ
れ
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ

た
の
か
、
現
代
か
ら
は
容
易
に
う
か
が
い
知
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
が
事
件
（
歴
史
）
と
し
て
で
は
な

く
、
物
語
と
し
て
人
々
に
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
皇
位
継
承
騒
乱
の
生
々
し
い
傷
跡
が
残
る
状
況
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
平
群
臣
鮪
と
い
う
人
物
の
悲
劇
を
そ
れ
と
し
て
味
わ
う
、
そ

う
い
う
状
況
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
歌
謡
劇
時
代

と
い
う
言
葉
で
、
益
田
氏
は
捉
え
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

こ
の
よ
う
に
鮪
・
皇
太
子
・
影
媛
の
三
者
の
恋
愛
�
藤
物
語
は
、
ま

さ
に
人
間
の
側
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ヤ
チ
ホ
コ
ノ
カ
ミ
の
歌
謡
も
実

は
「
神
異
の
幻
想
」
に
基
づ
か
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
話
で
は
な
く

な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
歌
謡
劇
の
時
代
に
入
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　

次
に
も
う
一
つ
、
軽
皇
子
と
軽
大
郎
女
の
悲
恋
の
物
語
を
話
題
と
し

よ
う
。
允
恭
天
皇
崩
御
後
の
皇
位
継
承
問
題
の
も
つ
れ
を
題
材
と
し
た

伝
承
・
物
語
で
あ
る
。
皇
太
子
軽
皇
子
は
近
親
相
姦
の
罪
を
暴
か
れ
て
、

皇
位
継
承
者
の
地
位
を
追
わ
れ
、
遂
に
は
死
に
至
る
。
益
田
氏
も
右
著

で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
歴
史
的
に
は
、
明
ら
か
に
皇
位
を
め
ぐ
る
軽
皇

子
と
穴
穂
皇
子
の
政
治
的
闘
争
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
が
、
伝
承

で
は
、
主
と
し
て
、
同
母
兄
妹
の
悲
恋
の
物
語
と
し
て
、
語
り
伝
え
ら

れ
る
。

　
　
『
古
事
記
』
允
恭
天
皇
巻
か
ら
。
七
八
番
歌
謡
。
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天
皇
崩
り
ま
し
し
後
、
木
梨
之
軽
太
子
日
継
所
知
す
に
定
ま
れ

る
を
、
未
だ
位
に
即
き
た
ま
は
ぬ
間
に
、
其
ノ
伊
呂
妹
軽
大
郎
女

を
�
み
而
歌
ひ
た
ま
ひ
て
曰
く
、 

あ
し
ひ
き
ノ　

山
田
を
作
り　

山
高
み　

下
�
を
走
せ　

下
�
ひ

に　

我
が
�
う
妹
を
下
泣
き
に　

我
が
泣
く
妻
を　

今
夜
コ
ソ
は 

安
く
肌
触
れ

此
者
志
良
宜
歌
ソ
。

　
　
「
伊
呂
妹
に
�
み
而
」
と
い
う
理
由
付
け
で
あ
る
。
い
わ
ば
罪
が
あ

っ
て
、
そ
れ
が
軽
太
子
の
即
位
を
不
可
能
に
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
第
一
首
め
で
、
そ
の
歌
謡
で
語
ら
れ
る
経
過
は
、
次
の
よ
う
で

あ
る
。

　
　
「
是
を
以
ち
て
、
百
官
ト
天
下
ノ
人
等
及
、
軽
太
子
を
背
き
而
、
穴

穂
御
子
に
帰
り
ぬ
。（
八
一
番
歌
謡
）」
と
な
り
、「
大
前
小
前
宿
�
大

臣
之
家
に
逃
ゲ
入
リ
而
」、

　

如
此
歌
ひ
参
帰
り
て
白
之
さ
く
、「
我
が
天
皇
之
御
子
、
伊
呂

兄
王
於
、
及
兵
な
や
り
た
ま
ひ
ソ
。
若
し
及
兵
や
り
た
ま
は
者
、

必
ず
人
咲
は
む
。
僕
捕
へ
て
貢
進
ら
む
。」
ト
ま
を
す
。
�
し
て
、

兵
を
解
き
て
退
き
坐
す
。
故
、
大
前
小
前
宿
�
、
其
ノ
軽
太
子
を

捕
へ
て
、
率
て
参
出
て
貢
進
る
。

　

と
歌
謡
と
地
の
文
を
も
っ
て
そ
の
経
過
が
、
演
出
の
ト
書
の
よ
う
に

記
さ
れ
、
動
き
が
よ
く
理
解
で
き
る
。
そ
の
構
造
は
、
八
千
矛
神
の
歌

謡
劇
の
場
合
と
よ
く
似
て
い
る
。
要
す
る
に
非
劇
的
な
結
果
に
至
る
軽

皇
子
、
そ
の
経
過
状
況
は
如
何
に
、
と
い
う
展
開
な
の
で
あ
る
。
そ
の

原
因
は
、
近
親
相
姦
の
罪
を
犯
し
た
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
冒
頭
に
も

記
し
た
が
、
政
治
的
闘
争
に
他
な
ら
な
い
の
に
、
そ
れ
を
罪
で
あ
る
と

か
罰
で
あ
る
と
か
、
臣
下
の
信
頼
を
失
っ
た
か
ら
だ
等
と
述
べ
、〈
情

の
物
語
〉
つ
ま
り
悲
劇
の
主
人
公
に
な
る
よ
う
に
設
定
し
て
い
る
。
こ

の
理
由
は
何
か
。

　

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
益
田
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
記
紀
の
表
現
が

求
め
て
い
る
の
は
、
血
な
ま
ぐ
さ
い
政
治
闘
争
の
生
の
姿
で
は
な
く
、

歌
謡
劇
と
い
っ
て
も
よ
い
、
―
―
構
造
化
さ
れ
た
文
化
の
あ
り
方
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
。
益
田
氏
は
、
次
の
よ
う
に
全
体
を
見
渡
そ
う
と
し

て
い
る
。

　

人
び
と
は
、
前
代
か
ら
の
伝
承
の
中
に
、
新
し
い
自
分
た
ち
の

愛
に
悶
え
る
心
を
盛
り
込
め
て
、
伝
承
の
す
べ
て
を
愛
を
め
ぐ
る

物
語
に
書
き
替
え
よ
う
と
さ
え
し
て
い
た
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
、

わ
た
し
に
は
思
え
る
。

　

た
と
え
ば
、
本
来
の
神
話
で
は
、
山
幸
彦
が
海
神
の
宮
へ
鉤
を

探
し
に
行
っ
た
時
、「
こ
こ
に
豊
玉
毘
売
命
、
奇
し
と
思
ひ
て
、

出
で
見
て
、
す
な
は
ち
見
感
で
て
、
目
合
ひ
し
て
」
と
い
う
ふ
う
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に
、
男
神
と
女
神
と
は
意
を
通
じ
合
っ
て
い
く
。
根
の
堅
洲
国
の

ス
サ
ノ
オ
の
も
と
に
訪
ね
て
い
っ
た
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
に
し
て
も
、

「
そ
の
女
須
勢
理
毘
売
出
で
見
て
、
目
合
ひ
し
て
、
相
婚
ひ
た
ま
」

う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
神
語
の
中
の
越
の
国
に
ヌ
ナ
カ
ワ
ヒ
メ
を

妻
問
い
に
い
っ
た
ヤ
チ
ホ
コ
ノ
カ
ミ
は
う
た
�

�

で
よ
ば
う
。

　
〈
マ
グ
ワ
イ
〉
か
ら
〈
ヨ
バ
イ
〉
へ
―
う
た
の
出
現
、
そ
れ
が
神

話
か
ら
歌
謡
劇
へ
の
道
の
り
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

し
か
も
神
々
が
歌
う
に
先
立
っ
て
、
人
間
が
ま
ず
歌
わ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
、
と
い
う
事
情
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
（
益
田
前
掲
書pp203

     
）

　
「
う
た
の
誕
生
」
を
右
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　　　

以
下
、
本
稿
後
半
は
、
次
の
節
を
以
て
閉
じ
ら
れ
る
。

４
、
葬
儀
の
舞
楽
（
偲
び
歌
）

５
、
戦
さ
と
歌
謡
（
来
目
歌
）

６
、
楽
（
ほ
か
ひ
）
歌
舞

　
　

結
び

注（１
）神
武
即
位
前
紀
に
「
是
を
久
目
歌
と
謂
ふ
。
今
し
楽
府
に
此
の
歌
を
奏

ふ
に
は
、
猶
し
手
量
の
大
き
小
き
と
、
音
声
の
巨
き
細
き
と
あ
り
。」
と

あ
る
。
ま
た
、
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
』
は
、

「
楽
府
」
に
頭
注
し
て
、「
宮
廷
の
音
楽
・
歌
謡
を
つ
か
さ
ど
る
役
所
の
名
。

（
中
略
）「
今
し
」
と
あ
る
か
ら
、
日
本
書
紀
編
纂
当
時
、
朝
廷
に
は
中
国

の
楽
府
に
似
た
楽
官
（
う
た
ま
ひ
の
つ
か
さ
）
が
あ
っ
た
と
分
る
。」
と

あ
る
。
な
お
、
持
統
紀
元
年
正
月
一
日
の
記
事
に
「
楽
官
（
う
た
ま
ひ

の
つ
か
さ
）、
奏
楽
（
う
た
ま
ひ
つ
か
）
へ
ま
つ
る
。」
と
も
あ
る
。

　
　
　

ま
た
、
土
橋
寛
氏
は
、「
こ
の
楽
府
は
雅
楽
寮
の
前
身
で
あ
っ
た
宮

廷
の
歌
舞
専
門
の
官
署
で
、
そ
れ
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
後
に
述
べ
る

よ
う
に
推
古
朝
ご
ろ
と
思
わ
れ
る
（
下
略
）」
と
あ
る
（『
古
代
歌
謡
の

世
界
』pp161

 
    
・
一
九
六
八
年
・
塙
書
房
）。

（
２
）こ
れ
ら
引
用
は
、
全
て
岩
波
日
本
思
想
大
系
３
『
律
令
』（
一
九
七
六
・

岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

（
３
）注
（
２
）
書
のpp521

     
を
参
照
。

（
４
）中
西
進
氏
、『
中
西
進
万
葉
論
集　

第
七
巻
』（
一
九
九
五
・
講
談
社
）

pp263

     
〜pp266

     
を
参
照
。

（
５
）注
（
４
）
著
のpp265

     
〜pp266

     
を
参
照
。
な
お
、
土
橋
寛
氏
の
『
古
代

歌
謡
全
注
釈
古
事
記
編
』（
角
川
書
店
・
一
九
七
二
年
）
に
、
当
該
歌
謡

の
研
究
史
も
含
め
た
詳
細
な
論
が
、「
片
歌
と
旋
頭
歌
と
連
歌
と
」
と

題
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
（pp89

    
〜pp90

    
）。

（
６
）土
橋
寛
氏
の
注
（
５
）
著
、
当
該
歌
「
考
説
」
の
項
を
参
照
。

（
７
）『
色
葉
字
類
抄
』
に
「
換
頭
」「
喚
頭
」
に
関
わ
り
次
の
よ
う
な
指
摘
が

あ
る
。
雅
楽
の
演
奏
で
、
あ
る
曲
を
二
回
以
上
繰
り
返
す
時
、
第
二
回

目
か
ら
、
初
句
の
代
わ
り
に
奏
す
る
楽
句
の
こ
と
。
初
句
か
ら
演
奏
し

て
繰
り
返
す
場
合
は
、
重
頭
と
い
う
。

（
８
）益
田
勝
実
氏
、『
記
紀
歌
謡
』（
一
九
七
二
・
筑
摩
書
房
）pp109

     
〜pp203
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を
参
照
。

（
９
）植
松
茂
氏
、『
古
代
歌
謡
演
出
論
』（
一
九
八
八
・
明
治
書
院
）。
紙
数

で
い
え
ば
、
小
規
模
な
著
書
で
あ
る
が
、
非
常
に
興
味
深
い
。「
第
一

章　

楽
器
の
伴
奏
の
有
る
歌
謡
」「
第
二
章　

男
声
と
女
声
の
掛
け
合

い
歌
」「
第
三
章　

男
声
の
み
の
掛
け
合
い
歌
」「
題
四
章　

演
劇
的
な

連
続
歌
謡
」「
第
五
章　

男
声
独
唱
」
と
い
っ
た
章
立
て
で
あ
る
。

（　

）『
文
学
序
説
』（
一
九
二
二
・
岩
波
書
店
）
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、

１０
様
々
な
文
献
に
わ
た
り
、
多
様
な
観
点
か
ら
歌
謡
劇
の
問
題
を
追
及
さ

れ
た
。
版
を
改
め
る
ご
と
に
深
め
て
行
か
れ
、
高
床
式
家
屋
あ
る
い
は

御
神
楽
な
ど
を
参
照
し
な
が
ら
、
古
代
劇
と
い
う
テ
ー
マ
を
追
求
し
て

い
か
れ
た
。
そ
の
現
代
的
評
価
に
つ
い
て
は
、
注
（
８
）
益
田
氏
の
著

書
に
説
か
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。

（　

）こ
の
歌
謡
群
に
つ
き
大
久
間
・
居
駒
編
『
日
本
書
紀
【
歌
】
全
注
釈
』

１１
の
解
説
を
参
照
し
よ
う
。

　
　
　

太
子
（
後
の
武
烈
）
と
平
群
臣
鮪
と
が
一
人
の
女
性
を
め
ぐ
り
、
ウ

タ
ガ
キ
の
場
で
歌
に
よ
る
問
答
形
式
で
、
相
争
う
と
い
う
こ
の
物
語
は
、

類
似
の
話
が
『
記
』
で
は
清
寧
天
皇
の
条
に
記
さ
れ
る
。『
記
』
と

『
紀
』
が
共
通
し
て
い
る
の
は
、
登
場
人
物
の
一
人
が
平
群
臣
鮪
で
あ

る
こ
と
、
一
人
の
女
性
を
め
ぐ
り
、
次
期
皇
位
継
承
者
と
争
う
こ
と
、

そ
の
争
い
が
ウ
タ
ガ
キ
の
場
で
行
わ
れ
る
こ
と
、
共
通
す
る
歌
を
一
首

（
紀87   
と
記108

   
）
載
せ
る
こ
と
、
等
で
あ
る
。『
記
』
で
は
、
哀
�
命

（
後
の
顕
宗
天
皇
）
が
鮪
の
相
手
で
あ
り
、
女
性
の
名
は
大
魚
と
な
っ

て
い
る
点
で
『
紀
』
と
は
お
お
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
従
来
は
、『
記
』

『
紀
』
そ
れ
ぞ
れ
の
う
た
の
内
容
・
順
番
・
対
応
関
係
が
不
明
瞭
な
と

こ
ろ
か
ら
、『
記
』『
紀
』
双
方
に
載
る
歌
の
順
番
を
並
べ
替
え
る
試
み

が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
い
ま
見
る
形
に
お
け
る
意
味
の
連
関
を
検
討
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

 

（
や
ま
だ
・
な
お
み　

成
城
大
学
教
授
）
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